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１．2027年２月期第１四半期の連結業績（2026年３月１日～2026年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する

四半期利益

四半期包括利益

合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年２月期第１四半期 2,116 △4.1 240 △51.3 234 △52.0 205 △41.0 205 △41.0 205 △41.0
2026年２月期第１四半期 2,207 31.5 492 38.7 487 40.0 348 33.0 348 33.0 348 33.0

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2027年２月期第１四半期 8.53 8.39
2026年２月期第１四半期 14.30 13.90

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2027年２月期第１四半期 9,073 6,778 6,778 74.7
2026年２月期 9,495 7,192 7,192 75.7

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年２月期 － 0.00 － 21.00 21.00
2027年２月期 －
2027年２月期(予想) 0.00 － 21.00 21.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2027年２月期の連結業績予想（2026年３月１日～2027年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の

所有者に帰属する

当期利益

基本的１株当たり

当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 10,000 18.7 946 △44.5 936 △44.6 663 △46.8 663 △46.8 27.20
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社 （社名）株式会社NouScale 除外 －社 （社名）
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2027年２月期１Ｑ 24,980,340株 2026年２月期 24,878,540株

② 期末自己株式数 2027年２月期１Ｑ 1,031,900株 2026年２月期 718,700株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2027年２月期１Ｑ 24,068,232株 2026年２月期１Ｑ 24,328,734株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、
業績予想に関する事項については添付資料の３ページをご参照ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善を背景に、緩やかな回復の動きが見

られました。一方で、世界的な物価上昇や為替相場の変動、地政学リスクの高まりや国際情勢の不安定化により、

我が国経済を取り巻く環境は依然として先行き不透明な状況が続いております。

このように激しく変化する市場環境に対応すべく、国内企業においては、経営の柔軟性や競争力の強化を図る動

きが加速しており、特に生成AI・DXを活用した業務効率化やビジネスモデルの変革に向けた取り組みが活発化して

います。加えて、各企業は新たなビジネス機会の創出や更なる企業価値向上を目指した取り組みも行っており、企

業活動へのコンサルティング支援に対する需要は今後さらに高まっていくものと考えられます。

当社グループは、2025年４月に中期経営計画を策定し、2026年２月期から2030年２月期において、売上年平均成

長率20～25％、2030年２月期の営業利益率25～30％を達成することを目標としております。この目標達成に向けて、

創業以来の強みである、戦略策定から実行支援まで一貫して顧客に深く入り込む伴走型の経営支援サービスを軸と

して、今後も様々な業界に対し、戦略策定、業務改革、IT導入、DX推進等のあらゆる側面からの支援を提供してま

いります。

当連結会計年度においては、さらなる事業の拡大のため、重点施策として掲げている「人員構成の適正化」「既

存事業の進化」「アライアンス等の営業力強化」の取り組みに注力してまいります。

なお、当第１四半期連結累計期間においては、人員構成の変化により、案件獲得及び全体の稼働に影響が生じた

ほか、重点施策の推進に伴い、主に採用費や営業活動に伴う人件費が増加しました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上収益は2,115,830千円(前年同期比4.1％減)、営業利益は

239,737千円(前年同期比51.3％減)、親会社の所有者に帰属する四半期利益は205,353千円(前年同期比41.0％減)と

なりました。

なお、当社グループは、コンサルティング事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載

を行っておりません。

（２）当四半期の財政状態の概況

① 資産、負債及び資本の状況

(資産)

当第１四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べて422,557千円減少し、9,072,507

千円となりました。

流動資産は681,387千円減少し、3,137,031千円となりました。主な要因は、現金及び現金同等物の減少741,896千

円、営業債権及びその他の債権の増加33,517千円であります。

非流動資産は258,829千円増加し、5,935,476千円となりました。主な要因は、使用権資産の増加231,121千円、有

形固定資産の増加31,532千円であります。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末の負債につきましては、前連結会計年度末に比べて8,135千円減少し、2,294,677千

円となりました。

流動負債は63,901千円減少し、1,461,409千円となりました。主な要因は、未払法人所得税の減少193,234千円、

リース負債の増加47,762千円、その他の流動負債の増加94,301千円であります。

非流動負債は55,766千円増加し、833,268千円となりました。主な要因は、借入金の減少133,000千円、リース負

債の増加188,766千円であります。

(資本)

当第１四半期連結会計期間末の資本につきましては、前連結会計年度末に比べて414,423千円減少し、6,777,830

千円となりました。主な要因は、親会社の所有者に帰属する四半期利益205,353千円の計上、剰余金の配当による減

少507,357千円、自己株式の取得による自己株式の増加127,936千円であります。
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② キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は、前連結会計年度末

に比べて741,896千円減少し、1,979,070千円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりでありま

す。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により獲得した資金は、54,661千円(前年同期は436,848千円の獲得)となりました。これは主に税引前四

半期利益233,934千円（前年同期は487,181千円）、法人所得税の支払額199,607千円（前年同期は264,058千円）に

よるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により支出した資金は、30,295千円(前年同期は2,185千円の支出)となりました。これは主に有形固定資

産の取得による支出27,469千円(前年同期の支出はありません)、敷金保証金の支出2,826千円（前年同期の支出はあ

りません）によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により支出した資金は、766,262千円(前年同期は343,434千円の支出)となりました。これは主に長期借

入金の返済による支出133,000千円（前年同期は133,000千円の支出）、自己株式の取得による支出128,416千円（前

年同期の支出はありません）、配当金の支払額501,341千円（前年同期は199,439千円の支出）によるものでありま

す。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年２月期の業績予想につきましては、2026年４月13日に公表の連結業績予想から変更はありません。
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年５月31日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 2,720,965 1,979,070

営業債権及びその他の債権 921,975 955,492

棚卸資産 15,975 4,594

未収法人所得税 7,606 -

その他の流動資産 151,897 197,876

流動資産合計 3,818,418 3,137,031

非流動資産

有形固定資産 24,945 56,477

使用権資産 278,951 510,072

のれん 5,120,539 5,120,539

その他の金融資産 122,411 125,237

繰延税金資産 87,520 83,955

その他の非流動資産 42,281 39,195

非流動資産合計 5,676,647 5,935,476

資産合計 9,495,065 9,072,507
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年５月31日)

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 200,150 199,125

借入金 532,000 532,000

リース負債 48,545 96,307

未払法人所得税 235,253 42,020

引当金 11,705 -

その他の流動負債 497,656 591,957

流動負債合計 1,525,309 1,461,409

非流動負債

借入金 531,790 398,790

リース負債 222,712 411,478

引当金 23,000 23,000

非流動負債合計 777,502 833,268

負債合計 2,302,811 2,294,677

資本

資本金 185,385 193,346

資本剰余金 2,230,702 2,238,258

利益剰余金 5,244,936 4,942,933

自己株式 △468,770 △596,706

親会社の所有者に帰属する持分合計 7,192,253 6,777,830

資本合計 7,192,253 6,777,830

負債及び資本合計 9,495,065 9,072,507



株式会社ライズ・コンサルティング・グループ(9168) 2027年２月期 第１四半期決算短信

6

（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

要約四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年５月31日)

売上収益 2,207,382 2,115,830

売上原価 1,027,081 932,865

売上総利益 1,180,301 1,182,965

販売費及び一般管理費 689,807 936,644

その他の収益 1,526 2,677

その他の費用 - 9,262

営業利益 492,020 239,737

金融費用 4,839 5,803

税引前四半期利益 487,181 233,934

法人所得税費用 139,058 28,581

四半期利益 348,123 205,353

四半期利益の帰属

親会社の所有者 348,123 205,353

四半期利益 348,123 205,353

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益(円) 14.30 8.53

希薄化後１株当たり四半期利益(円) 13.90 8.39
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要約四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年５月31日)

四半期利益 348,123 205,353

その他の包括利益 - -

四半期包括利益 348,123 205,353

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 348,123 205,353

四半期包括利益 348,123 205,353
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第１四半期連結累計期間 （自 2025年３月１日 至 2025年５月31日）

（単位：千円）

親会社の所有者に帰属する持分
資本
合計資本金 資本

剰余金
利益
剰余金 自己株式 合計

期首残高 174,246 2,200,107 4,217,639 △277,312 6,314,680 6,314,680

四半期利益 - - 348,123 - 348,123 348,123

四半期包括利益合計 - - 348,123 - 348,123 348,123

自己株式の取得 - - - - - -

配当金 - - △218,786 - △218,786 △218,786

新株予約権の行使 1,516 1,516 - - 3,032 3,032

所有者との取引額等合計 1,516 1,516 △218,786 - △215,754 △215,754

四半期末残高 175,762 2,201,623 4,346,976 △277,312 6,447,049 6,447,049

当第１四半期連結累計期間 （自 2026年３月１日 至 2026年５月31日）

（単位：千円）

親会社の所有者に帰属する持分
資本
合計資本金 資本

剰余金
利益
剰余金 自己株式 合計

期首残高 185,385 2,230,702 5,244,936 △468,770 7,192,253 7,192,253

四半期利益 - - 205,353 - 205,353 205,353

四半期包括利益合計 - - 205,353 - 205,353 205,353

自己株式の取得 - △334 - △127,936 △128,269 △128,269

配当金 - - △507,357 - △507,357 △507,357

新株予約権の行使 7,961 7,889 - - 15,850 15,850

所有者との取引額等合計 7,961 7,555 △507,357 △127,936 △619,776 △619,776

四半期末残高 193,346 2,238,258 4,942,933 △596,706 6,777,830 6,777,830
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 487,181 233,934

減価償却費及び償却費 14,280 26,074

金融費用 4,839 5,803

営業債権及びその他の債権の増減額(△は増加) 123,477 △33,517

棚卸資産の増減額(△は増加) 12,618 11,381

営業債務及びその他の債務の増減額(△は減少) △20,384 △24,878

その他 83,002 40,706

小計 705,014 259,502

利息の支払額 △4,109 △5,234

法人所得税の支払額 △264,058 △199,607

営業活動によるキャッシュ・フロー 436,848 54,661

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 - △27,469

長期前払費用の取得による支出 △2,185 -

敷金保証金の支出 - △2,826

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,185 △30,295

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △133,000 △133,000

リース負債の返済による支出 △13,349 △19,704

新株予約権の行使による収入 2,354 16,199

自己株式の取得による支出 - △128,416

配当金の支払額 △199,439 △501,341

財務活動によるキャッシュ・フロー △343,434 △766,262

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 91,229 △741,896

現金及び現金同等物の期首残高 2,459,288 2,720,965

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,550,516 1,979,070
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

当社グループは、コンサルティング事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（１株当たり情報）

(1) 基本的１株当たり四半期利益の算定上の基礎

基本的１株当たり四半期利益及びその算定上の基礎は、以下のとおりです。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年５月31日)

親会社の普通株主に帰属する四半期利益

親会社の所有者に帰属する四半期利益(千円) 348,123 205,353

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する
四半期利益(千円)

348,123 205,353

発行済普通株式の期中平均株式数(株) 24,328,734 24,068,232

基本的１株当たり四半期利益(円) 14.30 8.53

(2) 希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎

希薄化後１株当たり四半期利益及びその算定上の基礎は、以下のとおりです。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年５月31日)

希薄化後の普通株主に帰属する四半期利益

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する
四半期利益(千円)

348,123 205,353

四半期利益調整額(千円) － －

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する
四半期利益(千円)

348,123 205,353

発行済普通株式の期中平均株式数(株) 24,328,734 24,068,232

希薄化効果の影響：ストック・オプション（株） 698,371 407,584

希薄化効果の調整後(株) 25,027,105 24,475,816

希薄化後１株当たり四半期利益(円) 13.90 8.39

（重要な後発事象）

（持分法適用関連会社の設立）

当社は2026年５月29日開催の取締役会決議に基づき、株式会社リコーとの共同出資により、リコーAIコンサ

ルティング株式会社を設立いたしました。当社の出資比率は20.0％であり、同社は当社の持分法適用関連会社

となる予定です。

１．設立の目的

リコーグループが有する顧客基盤、顧客接点力、AIの基盤技術及びAIソリューション提供力と、当社の強

みであるAI・デジタル領域における戦略立案から実装・活用までのコンサルティング力を融合し、企業に最
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適なAI導入と定着を一貫して支援することを目的として設立いたしました。

２．持分法適用関連会社の概要

（1）商号：リコーAIコンサルティング株式会社

（2）代表者の役職・氏名：代表取締役社長 梅津 良昭

（3）事業内容：AI 活用の構想から実装・定着までを一貫して支援するコンサルティング事業

（4）資本金：100百万円

（5）設立日：2026年６月11日

（6）事業開始：2026年７月（予定）

３．出資比率

当社：20.0％、リコー株式会社：80.0％

４．今後の業績に与える影響

本件による当連結会計年度の業績に与える影響は軽微であります。なお、今後の通期業績予想に重要な影

響を与えることが判明した場合は、速やかに開示いたします。


